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。それで全部。しかもそのうち６０セントは小でした。小

は一回のい物につき一枚か二枚づつ浮かせたものです。乾

物屋や八百屋や肉屋に理矢理まけさせたので、しまいに、

こんなに切るなんてという言の非でが赤くなるほどでした

。デラは三回数えてみました。でもやっぱり１ドル８７セ

ント。明日はクリスマスだというのに。 これでは、まった

くのところ、粗末な小椅子に突っ伏して泣くしかありませ

ん。ですからデラはそうしました。そうしているうちに、

人生というものは、わあわあ泣くのと、しくしく泣くのと

、微笑みとでできており、しかも、わあわあ泣くのが大部

分を占めていると思うようになりました。 この家の主が第

一段から第二段へと少しづつ移行しているに、家の子をて

おきましょう。ここは８ドルの家具付きアパトです。全く

舌に尽くしがたいというわけではないけれど、浮浪者一部

にをつけるためにアパトという名前をつけたにいありませ

ん。 下には便受けがありましたが手が入る子はなく、呼び

はありましたが人の指ではらせそうもありません。その上

には「ミスタ#12539.ディリンガム#12539.ディリンガ

ム#12539.ディリンガム#12539.ディリンガム#12539.ソフロニ

。ヘア用品なら何でも。」といてありました。デラは段を

一つかけのぼり、胸をどきどきさせながらも持ちを落ち着

けました。女主人は大柄で、色は白すぎ、冷ややかで、と



うてい「ソフロニ」という名前のようにはえませんでした

。 「をってくださいますか」とデラはねました。 「うさ」

と女主人は言いました。「帽子を取ってせなさいよ」 褐色

のがさざなみのようにこぼれ落ちました。 「２０ドル」手

れた手つきでを持ち上げて女主人は言いました。 「すぐに

ください」とデラは言いました。 ああ、それから、薇のよ

うな翼にって２がぎていきました。 ...なんて、使い古され

た比は忘れてください。デラはジムへのり物を探してお店

を巡っておりました。 そしてとうとうデラはつけたのです

。それはかにジムのため、ジムのためだけに作られたもの

でした。それほどすばらしいものはどの店にもありません

でした。デラは全部の店をひっくり返さんばかりにたので

すから。それはプラチナので、デザインはシンプルで上品

でした。ごてごてしたりではなく、素材のみがそのを主し

ていたのです -- すべてのよきものがそうあるべきなのです

が。そのは彼のにつけるのにふさわしいとまで言えるもの

でした。そのをたとたん、これはジムのものだ、とデラに

はわかりました。このはジムに似ていました。寡だが、が

ある -- この表はとジムの者に当てはまりました。そのには

２１ドルかかり、デラは８７セントをもって家に急いでり

ました。このをにつければ、どんな人の前でもちゃんとを

にすることができるようになるでしょう。はすばらしかっ

たのですが、の代わりに古い皮をつけていたため、ジムは

こそこそとるときもあったのです。 デラが家に着いたとき

、はやや醒め、分と理性がをもたげてきました。ヘアアイ

ロンを取り出し、ガスを着けると、に前の良さを加えて生



じた被害のを修する作にかかりました。そういうのはいつ

も大な仕事なのですよ、ねえあなた -- とてつもなく大きな

仕事なのですよ。 ４０分のうちに、デラのは小さく集まっ

たカルで覆われました。型のせいで、まるで、ずる休みし

た学童みたいにえました。デラは、にうつる自分の姿を、

い、注意深く、ためつすがめつつめました。 「わたしのこ

とをしはしないだろうけれど」とデラは独り言をいいまし

た。「ジムはわたしのことをるなり、コニアイランドのコ

ラスガルみたいだって言うわ。でもわたしに何ができるの

-- ああ、ほんとうに１ドル８７セントで何ができるってい

うの？」 ７にはコヒの用意ができ、フライパンはストブの

上にのり、チョップをくができました。 ジムはしてれるこ

とはありませんでした。デラはのを手の中で二重にき、彼

がいつも入ってくるドアの近くのテブルの隅に座りました

。やがて、ジムがはじめの段を上ってくる足音がこえると

、デラは一瞬が青ざめました。デラは日のちょっとしたこ

とでも小さな祈りを静かに唱えるがありましたが、このと

きは「神さま。どうかジムがわたしのことを今でもかわい

いと思ってくれますように」とささやきました。 ドアがき

、ジムが入り、ドアをめました。ジムはやせていて、生真

面目なつきをしていました。かわいそうに、まだ２２なの

に -- 彼は家庭を背っているのです。新しいオバも必要だし

、手袋もしていませんでした。 ジムは、ドアの内で立ち止

まりました。うずらのいにじっとしている犬と同じように

、そのままきませんでした。ジムの目はデラに付けでした

。そしてその目にはみ取ることのできない感情がめられて



いて、デラは恐くなってしまいました。それは怒ではなく

、でもなく、拒否でもなく、恐怖でもなく、デラが心して

いたどんな感情でもありませんでした。ジムはにその奇妙

な表情を浮かべながら、ただ、じっとデラをつめていたの

です。 デラはテブルを回ってジムの方へみ寄りました。 「

ジム、ねえ、あなた」デラは声をあげました。「そんなし

てないで。の毛は切って、っちゃったの。だって、あなた

にプレゼント一つあげずにクリスマスをごすなんてできな

いんだもの。はまた伸びるわ -- にしない、でしょ？ こうし

なきゃ目だったの。ほら、わたしのってすごく早く伸びる

し。『メリ&#12539.クリスマス』って言ってよ、ジム。そ

してしくごしましょ。どんなに素な -- で素なプレゼントを

あなたに用意したか、当てられないわよ」 「を切ったって

？」とジムは苦しつつねました。まるで、命にをかせても

明白な事にたどり着けないようなありさまでした。 「切っ

て、っちゃったの」とデラは言いました。「それでも、わ

たしのこと、わらずに好きでいてくれるわよね。がなくて

も、わたしはわたし、よね？」 ジムは部屋をさがしもので

もするかのようにまわしました。 「がなくなっちゃったっ

て？」ジムは何だか鹿になったように言いました。 「探さ

なくてもいいのよ」とデラは言いました。「っちゃったの

。だから、-- っちゃったからなくなったのよ。ねえ、クリ

スマスイブでしょ。しくして。がなくなったのは、あなた

のためなのよ。たぶん、わたしのの毛の一本一本まで神に

は数えられているでしょうね」デラは急に真面目になり、

しくけました。「でも、わたしがあなたをどれだけしてい



るかは、にもはかることはできないわ。チョップをかけて

もいい、ジム？」 ジムはぼうっとした状からはっとり、デ

ラを抱きしめました。さて、それではここで１０秒、趣を

えたささやかな事柄について控え目に吟味をしてみましょ

う。８ドルと年１００万ドル -- そのいは何でしょうか。数

学者や知者にねたら、った答えが返って来るでしょう。方

の者は高なり物を持ってきましたが、その中に答えはあり

ませんでした。何だか暗いことを申しましたが、ここで述

べた言明は、後にはっきりと光りくことになるのです。 ジ

ムはオバのポケットから包みを取り出すと、テブルに投げ

出しました。 「ねえデラ、のことを勘いしないで。型とか

肌剃とかシャンプとか、そんなものでのかわいい女の子を

嫌いになったりするもんか。でも、その包みをけたら、は

じめのうちしばらく、どうしてがあんなだったかわかると

思うよ」 白い指がすばやくをちぎりを破りました。そして

喜の叫びが上がり、それから、ああ、ヒステリックなとき

へと女性らしくすぐさまわっていったのです。いそいで、

そのアパトの主人が必死になって慰めなければなりません

でした。 包みの中には（くし）が入っていたのです -- セッ

トになったで、横と後ろに刺すようになっているものでし

た。そののセットは、デラがブロドウェイのお店ので、い

あがめんばかりに思っていたものでした。美しい、ピュア

な甲でできていて、宝石で取りがしてあって -- ってなくな

った美しいにぴったりでした。そのが高だということをデ

ラは知っていました。ですから、心のうちでは、そのがた

だもう欲しくて欲しくてたまらなかったのですけれど、に



手に入るなんていう望みはちっとも抱いていなかったので

す。そして、いま、このが自分のものになったのです。け

れども、このりによってられるべきの方がすでになくなっ

ていたのでした。 しかし、デラはを胸に抱きました。そし

てやっとの思いでで濡れた目をあげ、微笑んでこう言うこ

とができました。「わたしのはね、とっても早く伸びるの

よ、ジム！」 そしてデラは火でかれた小猫のようにジャン

プして声をあげました。「きゃっ、そうだ！」 自分がもら

う美しいり物をジムはまだていないのです。デラは手のひ

らにり物をせ、ジムに思いをめて差し出しました。金属の

い光は、デラのくばかりの心な持ちを反射しているかのよ

うでした。 「ねえ素じゃない？ 町中を探してつけたのよ。

あなたのにこのをつけたら、一日に百回でもをべたくなる

わよ。、してよ。このをつけたらどんなになるかたいの」 

デラのこの言にはわず、ジムは椅子にどさりと腰を下ろし

、手を首の後ろにんでにっこりと微笑みました。 「ねえデ

ラ。のクリスマスプレゼントは、しばらくの、どこかにし

まっておくことにしようよ。いますぐ使うには上等すぎる

よ。をうお金を作るために、はをっちゃったのさ。さあ、

チョップを火にかけてくれよ」 方の者は、ご存知のように

、い人たちでした -- すばらしくい人たちだったんです -- 桶

の中にいる御子にり物をんできたのです。方の者がクリス

マスプレゼントをる、というを考え出したのですね。彼ら

は明な人たちでしたから、もちろんり物も明なものでした

。たぶんり物がだぶったりしたときには、の品と交をする

ことができる特典もあったでしょうね。さて、わたくしは



これまで、つたないながらも、アパトに住む二人の愚かな

子供たちに起こった、平凡な物をおしてまいりました。二

人は愚かなことに、家の最もすばらしい宝物を互いのため

に台しにしてしまったのです。しかしながら、今日の者た

ちへの最後の言として、こう言わせていただきましょう。

り物をするすべての人の中で、この二人が最も明だったの

です。り物をやりとりするすべての人の中で、この二人の

ような人たちこそ、最もい人たちなのです。世界中のどこ

であっても、このような人たちが最高の者なのです。彼ら

こそ、本当の、方の者なのです。 100Test 下载频道开通，各

类考试题目直接下载。详细请访问 www.100test.com 


